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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
五
十
嵐
家
の
日
常

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
１
４
９
Ｈ

【
作
者
名
】

　
秋
月
　
心
葉

【
あ
ら
す
じ
】

　
と
あ
る
街
中
に
、
総
勢
２
２
名
と
言
う
大
家
族
が
あ
る
。
そ
の
名
も
五
十
嵐

家
。
こ
れ
は
、
そ
の
五
十
嵐
家
の
日
常
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
＿
＿
＿
。
＊
只

今
長
期
連
載
休
止
中
で
す
＊
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
１
：
登
場
人
物

こ
こ
で
は
本
編
で
登
場
す
る
人
物
の
名
前
と
役
柄
、
年
齢
を
書
い
て
い
ま
す
。

（
徐
々
に
増
え
て
行
き
ま
す
。
）

五
十
嵐
　
葉
乃
母
。
ほ
と
ん
ど
家
に
居
な
い
。

は
の

　
　
　
　
　
翔
也
父
。
お
っ
と
り
し
て
い
る
。

し
ょ
う
や

　
　
　
　
　
雄
也
長
男
。
自
由
気
ま
ま
。
２
９
歳
。

ゆ
う
や

　
　
　
　
　
詩
乃
長
女
。
し
っ
か
り
者
。
２
８
歳
。

し
の

　
　
　
　
　
梨
乃
次
女
。
毒
舌
家
。
２
７
歳
。

り
の

　
　
　
　
　
龍
也
次
男
。
運
動
神
経
バ
ツ
グ
ン
。
２
６
歳
。

り
ゅ
う
や

　
　
　
　
　
宇
乃
三
女
。
無
口
。
２
５
歳
。

う
の

　
　
　
　
　
拓
也
三
男
。
チ
ャ
ラ
イ
。
２
４
歳
。

た
く
や

　
　
　
　
　
恵
梨
乃
四
女
。
賢
い
。
２
２
歳
。

え
り
の

　
　
　
　
　
由
梨
乃
五
女
。
天
然
。
２
２
歳
。

ゆ
り
の

　
　
　
　
　
直
也
四
男
。
見
た
目
が
不
良
っ
ぽ
い
。
２
１
歳
。

な
お
や

　
　
　
　
　
遼
也
五
男
。
ひ
き
こ
も
り
。
２
０
歳
。

り
ょ
う
や

　
　
　
　
　
乃
々
六
女
。
漫
画
大
好
き
。
１
８
歳
。

の
の

　
　
　
　
　
文
也
六
男
。
悪
戯
好
き
。
１
７
歳
。

ふ
み
や

　
　
　
　
　
羅
乃
七
女
。
皆
の
ま
と
め
役
。
１
６
歳
。

ら
の

　
　
　
　
　
聖
也
七
男
。
文
学
系
。
１
５
歳
。

せ
い
や

　
　
　
　
　
魅
乃
八
女
。
六
つ
子
ち
ゃ
ん
。
１
４
歳
。

み
の

　
　
　
　
　
雪
乃
九
女
。
六
つ
子
ち
ゃ
ん
。
１
４
歳
。

ゆ
き
の

　
　
　
　
　
癒
乃
十
女
。
六
つ
子
ち
ゃ
ん
。
１
４
歳
。

ゆ
の

　
　
　
　
　
唯
也
八
男
。
六
つ
子
ち
ゃ
ん
。
１
４
歳
。

ゆ
い
や

　
　
　
　
　
秀
也
九
男
。
六
つ
子
ち
ゃ
ん
。
１
４
歳
。

し
ゅ
う
や

　
　
　
　
　
時
也
末
っ
子
。
六
つ
子
ち
ゃ
ん
。
１
４
歳
。

と
き
や

　
　
　
　
　
芽
衣
詩
乃
の
子
供
。
１
０
歳
。

め
い

　
　
　
　
　
結
衣
詩
乃
の
子
供
。
１
０
歳
。

ゆ
い

　
　
　
　
　
麻
衣
詩
乃
の
子
供
。
１
０
歳
。

ま
い
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柏
　
木
　
優
磨
秀
也
の
親
友
。
頭
が
い
い
。
１
４
歳
。

ゆ
う
ま

高
　
沢
　
　
梓
羅
乃
の
親
友
。
病
弱
。
１
６
歳
。

あ
ず
さ
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
２
：
我
が
家
の
朝
／
前

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
詩
乃
で
す
。
今
、
何
時
だ
と
思
い
ま
す
か
？

正
解
は
朝
４
時
！
！
１
９
人
分
作
る
の
で
、
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
間
に
合
わ
な
い

ん
で
す
よ
。

え
？
１
人
足
り
な
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
？
そ
う
で
す
。
今
年
２
９
歳
に
な
る
あ

の
馬
鹿
兄
貴
は
、
ま
た
、
ど
こ
か
へ
旅
に
行
き
ま
し
た
。

誰
だ
か
わ
か
る
で
し
ょ
？
雄
也
の
事
で
す
。

あ
、
そ
う
そ
う
。
拓
也
か
ら
上
は
皆
働
い
て
い
る
ん
で
す
よ
～
。
え
ら
い
で
し

ょ
？

馬
鹿
兄
貴
を
除
い
て
。

「
よ
し
っ
！
今
日
も
完
璧
～
♪
」

や
っ
と
お
弁
当
と
朝
ご
は
ん
が
出
来
た
所
で
起
き
て
来
た
の
が
、
我
が
家
の
朝

食
審
査
員
。
梨
乃
で
す
。

「
あ
、
梨
乃
お
は
よ
～
。
今
日
は
オ
ム
ラ
イ
ス
な
ん
だ
け
ど
。
ど
う
？
」

「
・
・
・
。
形
が
雑
。
」

結
構
へ
こ
む
ん
だ
よ
な
～
・
・
・
。
こ
れ
。

「
よ
し
っ
！
じ
ゃ
あ
、
梨
乃
。
着
替
え
て
食
べ
て
六
つ
子
’
ｓ
を
起
こ
し
て
き

て
！
」

「
は
い
は
い
・
・
・
。
」
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家
に
は
双
子
ち
ゃ
ん
と
六
つ
子
ち
ゃ
ん
が
居
る
わ
け
で
し
て
。

ち
な
み
に
中
学
生
組
は
７
人
。
全
部
梨
乃
が
起
こ
し
て
く
れ
ま
す
。

「
詩
乃
ね
ぇ
、
お
は
よ
。
龍
に
ぃ
は
？
」

「
あ
、
拓
也
。
お
は
よ
。
龍
也
は
ま
だ
寝
て
る
。
」

「
・
・
・
起
こ
し
て
く
る
。
」

そ
う
い
っ
て
ま
た
階
段
を
上
る
拓
也
。
数
分
後
に
は
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き
て
。

拓
也
が
龍
也
を
蹴
っ
た
の
が
丸
分
か
り
。

「
詩
乃
ね
ぇ
！
拓
也
が
・
・
・
！
」

「
龍
也
。
は
い
、
引
き
こ
も
り
の
餌
。
」

「
ま
た
～
？
」

引
き
こ
も
り
＝
遼
也
。
そ
し
て
龍
也
が
行
く
の
と
す
れ
違
っ
て
、
７
人
の
子
供

達
が
降
り
て
く
る
。

「
「
「
「
「
「
詩
乃
ね
ぇ
、
お
は
よ
～
！
」
」
」
」
」
」

「
う
る
さ
。
」

「
は
い
、
六
つ
子
ち
ゃ
ん
お
は
よ
。
梨
乃
、
聖
也
は
？
」

「
受
験
勉
強
し
忘
れ
て
た
ん
だ
と
。
」
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確
か
に
聖
也
は
受
験
生
。
で
も
、
今
で
す
か
・
・
・
？

「
た
だ
い
ま
～
。
」

「
ゴ
メ
ン
、
龍
也
。
次
は
聖
也
の
部
屋
。
」

「
何
で
俺
ば
っ
か
な
の
！
？
」

「
体
力
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
次
男
だ
し
。
」

「
「
「
「
「
「
龍
に
ぃ
が
ん
ば
～
！
！
」
」
」
」
」
」

そ
し
て
、
家
の
中
で
一
番
の
無
口
が
起
き
て
く
る
。

「
は
よ
。
」

「
あ
～
。
宇
乃
。
高
校
生
組
と
大
学
生
組
、
起
こ
し
て
き
て
。
」

「
め
ん
ど
。
」

と
、
宇
乃
は
言
い
な
が
ら
も
起
こ
し
に
行
っ
た
。

あ
、
続
く
の
？
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
２
：
我
が
家
の
朝
／
前
（
後
書
き
）

人
物
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１

名
：
五
十
嵐
　
雄
也

読
：
い
が
ら
し
　
ゆ
う
や

呼
：
雄
に
ぃ

性
：
♂

一
人
称
：
俺

容
姿
：
少
し
茶
色
の
入
っ
た
髪
に
は
ち
ゃ
ん
と
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
髭
を
生
や
し
て
お
り
、
身
長
は
１
８
０
ｃ
ｍ
と
割
と
で
か
い
。

よ
く
旅
に
出
て
い
る
長
男
。

詩
乃
か
ら
馬
鹿
兄
貴
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
３
：
我
が
家
の
朝
／
後

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
に
引
き
続
き
、
詩
乃
で
す
。

今
、
高
校
生
組
と
大
学
生
組
も
起
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
由
梨
～
！
ケ
チ
ャ
ッ
プ
と
っ
て
！
」

「
恵
梨
、
こ
れ
で
い
い
？
」

「
そ
れ
は
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
だ
よ
！
」

「
じ
ゃ
あ
こ
れ
？
」

「
そ
れ
は
お
好
み
ソ
ー
ス
！
」

「
あ
、
こ
れ
？
」

「
そ
う
！
と
っ
て
！
」

い
ま
の
は
、
恵
梨
乃
と
由
梨
乃
の
会
話
。
２
人
と
も
大
学
４
年
生
で
す
。

成
績
・
性
格
は
と
も
に
正
反
対
な
２
人
。
で
も
仲
良
し
♪

「
恵
梨
ね
ぇ
、
由
梨
ね
ぇ
、
先
行
っ
て
る
ぞ
？
」

「
「
直
也
の
薄
情
者
！
！
」
」

「
わ
か
っ
た
よ
。
待
っ
て
る
か
ら
。
」

わ
ぁ
。
ダ
ブ
ル
サ
ウ
ン
ド
。
で
も
家
は
ダ
ブ
ル
サ
ウ
ン
ド
以
上
に
す
ご
い
も
の
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が
あ
る
か
ら
な
ぁ
・
・
・
。

「
「
「
「
「
「
詩
乃
ね
ぇ
！
お
代
わ
り
ッ
！
」
」
」
」
」
」

ほ
ら
き
た
。
名
づ
け
て
六
つ
子
サ
ウ
ン
ド
（
笑
）
。

「
は
い
。
ど
う
ぞ
。
」

「
行
っ
て
来
ま
ー
す
。
」

毎
日
最
初
に
家
を
出
る
の
は
梨
乃
。

そ
の
あ
と
、
宇
乃
、
龍
也
、
拓
也
と
続
く
。

あ
た
し
も
ご
飯
を
食
べ
て
・
・
・
。

後
は
、
皆
を
見
送
っ
て
、
戸
締
り
す
る
だ
け
！

「
「
「
い
っ
て
き
ま
ー
す
。
」
」
」

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

大
学
生
組
、
出
発
。
あ
、
中
・
高
組
も
食
べ
終
わ
っ
た
？
？

「
乃
々
ね
ぇ
、
文
に
ぃ
、
魅
乃
、
雪
、
癒
乃
、
唯
、
秀
、
時
。
行
く
よ
。
詩
乃

ね
ぇ
、
聖
也
は
置
い
て
っ
て
い
い
ん
で
し
ょ
？
」

「
う
ん
。
」

羅
乃
は
本
当
に
決
断
力
が
優
れ
て
る
な
ぁ
。
ち
な
み
に
家
の
兄
弟
た
ち
が
通
っ

て
る
中
学
校
と
高
校
は
、
中
高
一
貫
学
校
！
だ
か
ら
出
発
も
同
じ
な
の
♪
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あ
、
あ
た
し
も
会
社
行
か
な
き
ゃ
！
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
３
：
我
が
家
の
朝
／
後
（
後
書
き
）

人
物
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
２

名
：
五
十
嵐
　
詩
乃

読
：
い
が
ら
し
　
し
の

呼
：
詩
乃
ね
ぇ
・
詩
乃

性
：
♀

一
人
称
：
あ
た
し

容
姿
：
髪
は
茶
色
で
肩
よ
り
少
し
長
い
。

　
　
　
身
長
は
１
７
６
ｃ
ｍ
。

し
っ
か
り
者
の
長
女
。

弁
当
・
朝
食
は
詩
乃
が
作
る
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
４
：
五
十
嵐
家
の
登
校
風
景
。
（
中
学
校
）

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
♪
時
也
で
す
。

今
、
学
校
に
つ
き
ま
し
た
。

「
時
也
！
今
日
、
眠
い
か
ら
席
代
わ
っ
て
！
」

「
唯
也
、
ま
た
で
す
か
？
」

う
ち
の
学
年
は
３
ク
ラ
ス
あ
っ
て
、
Ａ
組
に
癒
乃
と
魅
乃
、
Ｂ
組
に
雪
乃
と
秀

也
、
Ｃ
組
に
僕
と
唯
也
が
い
る
の
で
す
。
因
み
に
皆
そ
っ
く
り
。

先
生
も
見
分
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
僕
ら
は
と
き
ど
き
入
れ
替
わ
っ
て
い
る

の
で
す
。

僕
の
席
は
窓
側
の
一
番
後
ろ
で
、
唯
也
は
僕
の
隣
の
席
の
一
番
前
│
│
出
席
番

号
順
に
す
る
と
僕
は
唯
也
の
前
│
│
な
の
で
唯
也
は
眠
い
時
、
僕
の
席
に
移
動

し
ま
す
。

「
ま
、
い
い
で
す
け
ど
。
」

「
時
也
！
唯
也
！
俺
ら
先
に
行
っ
て
る
か
ら
！
」

「
魅
乃
達
も
い
っ
し
ょ
に
い
こ
ッ
！
！
」

あ
ら
ら
。
秀
也
は
女
の
子
に
囲
ま
れ
な
が
ら
の
登
校
で
す
か
。

う
ら
や
ま
し
い
で
す
ね
ぇ
。

「
わ
か
り
ま
し
た
！
」
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そ
う
返
事
し
た
瞬
間
。

「
秀
！
」

そ
う
い
っ
て
手
を
肩
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
え
？
」

認
識
す
る
の
に
ち
ょ
っ
と
か
か
っ
て
か
ら
、

「
柏
木
優
磨
君
、
僕
は
時
也
で
す
。
秀
也
は
雪
乃
達
と
も
う
行
き
ま
し
た
。
」

か
し
わ
ぎ
ゆ
う
ま

「
あ
、
時
也
か
。
ご
め
ん
な
！
」

秀
也
の
友
達
の
柏
木
優
磨
君
で
し
た
。

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン

「
時
也
！
予
鈴
な
っ
た
か
ら
先
行
く
ぞ
！
！
」

「
あ
っ
。
唯
也
！
待
っ
て
く
だ
さ
い
よ
ー
！
」

唯
也
に
お
い
て
い
か
れ
ま
し
た
・
・
・
。
で
も
、
ま
た
今
日
も
楽
し
い
１
日
に

な
る
予
感
で
す
・
・
・
♪

余
談
。

唯
也
は
テ
ス
ト
の
点
が
悪
か
っ
た
ら
し
く
、
真
っ
青
な
顔
を
し
て
ま
し
た
。

ま
、
寝
て
た
ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
で
す
よ
ね
。

僕
で
す
か
？
僕
は
も
ち
ろ
ん
１
０
０
点
で
し
た
よ
☆
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
４
：
五
十
嵐
家
の
登
校
風
景
。
（
中
学
校
）
（
後
書
き
）

人
物
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
３

名
：
五
十
嵐
　
梨
乃

読
：
い
が
ら
し
　
り
の

呼
：
梨
乃
ね
ぇ
・
梨
乃

性
：
♀

一
人
称
：
あ
た
し

容
姿
：
髪
は
こ
げ
茶
で
、
肩
ま
で
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
。

　
　
　
身
長
は
１
７
４
ｃ
ｍ
。

毒
舌
家
の
次
女
。

朝
食
審
査
員
を
し
て
い
て
、
詩
乃
は
こ
れ
を
も
と
に
、
よ
り
良
い
朝
食
作
り
を

心
掛
け
て
い
る
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
５
：
五
十
嵐
家
の
登
校
風
景
。
（
高
校
）

お
は
よ
う
。
羅
乃
よ
。

さ
っ
き
中
学
生
組
と
別
れ
た
と
こ
ろ
な
の
。

中
高
一
貫
っ
て
い
っ
て
も
入
り
口
が
別
な
の
よ
ね
ぇ
・
・
・
。

嗚
呼
、
唯
た
ち
が
愛
し
い
・
・
・
。

あ
、
い
っ
と
く
け
ど
、
あ
た
し
は
ブ
ラ
コ
ン
な
の
よ
。
同
時
に
シ
ス
コ
ン
で
も

あ
る
け
ど
。

「
羅
乃
～
！
お
久
！
！
」

「
梓
！
？
」

高
沢
　
梓
。
あ
た
し
の
親
友
。

た
か
さ
わ

あ
ず
さ

今
日
は
体
調
良
い
み
た
い
ね
。

「
今
日
は
調
子
良
い
の
？
」

「
う
ん
！
今
週
い
っ
ぱ
い
は
大
丈
夫
！
！
」

ホ
ン
ト
に
良
か
っ
た
ぁ
・
・
・
。

ん
？
文
に
ぃ
が
居
な
い
・
・
・
？

嫌
な
予
感
が
・
・
・
。

「
ね
、
文
に
ぃ
み
な
か
っ
た
？
」

「
文
也
く
ん
？
さ
ぁ
？
見
て
な
い
け
ど
。
」

そ
っ
か
ぁ
。
。
。
じ
ゃ
あ
ど
こ
に
・
・
・
？
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「
ま
た
な
に
か
仕
掛
け
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
ね
ぇ
？
・
・
・
き
ゃ
あ
！
何
コ
レ

！
？
」

予
想
的
中
。
何
か
降
っ
て
来
た
。

「
漫
画
・
・
・
？
」

「
文
に
ぃ
！
！
こ
れ
、
乃
々
ね
ぇ
の
で
し
ょ
！
？
」

「
あ
、
バ
レ
た
？
」

「
羅
乃
～
！
！
漫
画
返
し
て
！
！
」

も
う
！
文
に
ぃ
っ
た
ら
・
・
・
！
！
悪
戯
ば
か
り
し
て
！
！

「
あ
！
」

「
ど
し
た
の
？
乃
々
ね
ぇ
？
」

「
今
日
、
ブ
ラ
ッ
ク
ハ
ー
ツ
の
新
刊
発
売
日
な
の
に
、
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
買
い

に
行
け
な
い
～
！
！
文
也
、
買
っ
て
来
て
！
」

「
今
日
は
ダ
チ
と
遊
ぶ
か
ら
無
理
！
！
」

「
じ
ゃ
あ
、
羅
乃
～
。
お
願
い
！
！
」

「
あ
～
。
は
い
は
い
。
放
課
後
、
買
っ
て
お
く
か
ら
。
」

「
羅
乃
、
あ
た
し
も
付
き
合
う
よ
。
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
で
い
い
ん
で
し
ょ
？
」

「
う
ん
。
梓
あ
り
が
と
。
じ
ゃ
、
４
時
に
校
門
前
に
集
合
！
」
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「
お
ｋ
！
」

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン

「
羅
乃
～
？
予
鈴
鳴
っ
た
か
ら
い
く
よ
～
？
」

「
あ
、
今
行
く
よ
！
梓
！
」

じ
ゃ
あ
皆
さ
ん
。
授
業
に
遅
れ
る
と
い
け
な
い
の
で
ま
た
今
度
！
さ
よ
な
ら
～

♪
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
５
：
五
十
嵐
家
の
登
校
風
景
。
（
高
校
）
（
後
書
き
）

人
物
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
４

名
：
五
十
嵐
　
龍
也

読
：
い
が
ら
し
　
り
ゅ
う
や

呼
：
龍
に
ぃ
・
龍
也

性
：
♂

一
人
称
：
俺

容
姿
：
髪
は
雄
也
と
同
じ
く
少
し
茶
色
が
入
っ
て
お
り
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
。

　
　
　
身
長
は
１
７
８
ｃ
ｍ
。

運
動
神
経
バ
ツ
グ
ン
の
次
男
。

遼
也
の
ご
飯
は
龍
也
が
も
っ
て
い
く
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
６
：
み
ん
な
で
ご
飯
♪

こ
ん
に
ち
は
。

今
、
丁
度
１
２
時
で
す
。
時
也
で
す
。

「
時
也
？
学
生
食
堂
い
か
ね
ー
の
？
」

「
あ
。
今
行
き
ま
す
。
」

昼
食
は
毎
日
、
唯
也
達
と
学
生
食
堂
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
す
。

「
あ
っ
。
時
也
～
！
唯
也
～
！
こ
っ
ち
こ
っ
ち
！
」

「
癒
乃
、
皆
は
ど
こ
で
す
か
？
」

「
ジ
ュ
ー
ス
買
い
に
行
っ
た
よ
～
。
」

「
「
「
お
ま
た
せ
～
！
！
」
」
」

魅
乃
と
雪
乃
と
秀
也
が
買
っ
て
来
た
の
は
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
２
本
、
桃
水
２

本
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
２
本
。
合
計
６
本
。

「
時
也
は
何
が
い
い
？
」

「
僕
は
何
で
も
い
い
で
す
。
」

「
唯
也
は
？
」

「
う
～
ん
。
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
！
！
」
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「
は
い
。
こ
れ
で
し
ょ
？
」

「
や
っ
た
、
Ｋ
Ｏ
Ｏ
だ
！
雪
乃
さ
ん
き
ゅ
っ
！
！
」

「
唯
也
は
本
当
に
Ｋ
Ｏ
Ｏ
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。
」

「
お
う
！
め
っ
ち
ゃ
好
き
！
」

「
唯
也
、
う
る
さ
い
。
ね
ぇ
。
時
也
は
こ
れ
で
い
い
？
」

雪
乃
が
く
れ
た
の
は
桃
水
。

甘
い
の
苦
手
な
ん
だ
け
ど
な
ぁ
・
・
・
。

し
ょ
う
が
な
い
か
。

「
は
い
。
皆
が
い
い
な
ら
・
・
・
。
」

「
あ
！
そ
れ
魅
乃
が
狙
っ
て
た
や
つ
！
」

「
じ
ゃ
あ
譲
り
ま
す
よ
。
別
に
僕
は
何
で
も
い
い
で
す
し
。
」

「
あ
り
が
と
～
！
時
也
大
好
き
♪
」

「
魅
乃
、
む
や
み
に
好
き
と
か
言
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
？
」

「
う
、
わ
か
っ
て
る
よ
！
」

な
ん
と
か
桃
水
は
魅
乃
の
お
か
げ
で
回
避
。

「
じ
ゃ
、
時
也
は
こ
れ
ね
。
」
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結
局
、
僕
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
回
っ
て
来
ま
し
た
。

皆
で
お
弁
当
を
出
し
て
、

「
「
「
「
「
「
い
た
だ
き
ま
～
す
！
！
」
」
」
」
」
」

詩
乃
ね
ぇ
命
名
「
六
つ
子
サ
ウ
ン
ド
」
で
挨
拶
し
て
、
一
斉
に
食
べ
始
め
ま
す
。

「
「
「
「
「
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
～
♪
」
」
」
」
」
」

そ
し
て
一
斉
に
食
べ
終
わ
り
ま
す
。

こ
の
お
弁
当
を
食
べ
る
時
間
は
僕
の
１
日
の
中
で
一
番
幸
せ
な
時
間
で
す
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
６
：
み
ん
な
で
ご
飯
♪
（
後
書
き
）

人
物
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
５

名
：
五
十
嵐
　
宇
乃

読
：
い
が
ら
し
　
う
の

呼
：
宇
乃
・
宇
乃
ね
ぇ

性
：
♀

一
人
称
：
私

容
姿
：
髪
は
茶
色
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
。
赤
い
眼
鏡
を
し
て
い
る
。

　
　
　
身
長
は
１
７
２
ｃ
ｍ
。

無
口
な
三
女
。

高
校
生
組
と
大
学
生
組
を
起
こ
し
て
い
る
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
７
：
帰
り
道

キ
ー
ン
コ
ー
ン

「
唯
也
。
聖
に
ぃ
の
迎
え
に
行
き
ま
す
よ
？
」

「
お
う
！
」

初
登
場
で
う
か
れ
て
る
唯
也
で
す
☆

俺
等
は
い
つ
も
６
人
で
集
ま
っ
て
聖
に
ぃ
の
い
る
３
年
Ａ
組
に
行
く
。
こ
れ
は

日
課
に
な
っ
て
い
る
。

「
・
・
・
あ
れ
？
あ
れ
っ
て
羅
乃
ね
ぇ
よ
ね
？
」

と
雪
乃
が
言
う
の
で
見
て
み
る
と
確
か
に
羅
乃
ね
ぇ
が
走
っ
て
く
る
。

「
あ
、
ホ
ン
ト
だ
！
で
も
何
で
中
等
部
に
？
」

「
羅
乃
ね
ぇ
！
」

「
あ
！
魅
乃
！
そ
れ
に
雪
、
癒
乃
、
唯
、
時
！
丁
度
良
か
っ
た
！
今
日
、
あ
た

し
達
遅
く
な
る
か
ら
。
」

「
え
？
何
で
？
」

「
乃
々
ね
ぇ
は
ク
ラ
ブ
、
文
に
ぃ
は
遊
び
、
あ
た
し
は
乃
々
ね
ぇ
の
漫
画
。
」

「
あ
、
な
る
ほ
ど
。
分
か
り
ま
し
た
。
」
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「
そ
れ
じ
ゃ
！
お
願
い
ね
！
」

そ
う
言
い
な
が
ら
走
っ
て
い
く
羅
乃
ね
ぇ
。
で
も
ど
こ
に
行
く
ん
だ
ろ
・
・
・
？

「
お
、
皆
待
た
せ
た
？
」

「
あ
、
聖
に
ぃ
。
大
丈
夫
、
今
ま
で
羅
乃
ね
ぇ
と
話
し
て
時
間
つ
ぶ
し
て
た
か

ら
。
」

「
へ
ぇ
～
。
あ
れ
？
秀
は
？
」

「
女
の
子
に
呼
び
出
し
さ
れ
て
た
。
」

「
つ
ま
り
告
白
？
」

「
そ
。
」

ピ
ロ
リ
ン
♪

「
「
「
「
「
「
あ
、
メ
ー
ル
。
」
」
」
」
」
」

『
Ｔ
ｏ
．
五
十
嵐
家
の
皆

　
　
愛
す
る
妹
弟
達
！

　
　
み
ん
な
の
お
兄
様
が
帰
っ
て
き
た
ぞ
！

　
　
一
刻
も
早
く
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
！

　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
．
雄
也
♪
』

「
「
「
「
「
「
・
・
・
。
」
」
」
」
」
」

「
今
寒
気
が
し
た
の
は
気
の
せ
い
？
」
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「
「
「
「
「
う
ん
、
多
分
気
の
せ
い
。
」
」
」
」
」

皆
に
来
た
っ
て
こ
と
は
一
斉
送
信
さ
れ
た
ん
だ
よ
な
？

雄
に
ぃ
、
今
夜
は
絶
対
ご
飯
抜
き
だ
ろ
う
な
ぁ
・
・
・
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
７
：
帰
り
道
（
後
書
き
）

人
物
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
６

名
：
五
十
嵐
　
拓
也

読
：
い
が
ら
し
　
た
く
や

呼
：
拓
也
・
拓
に
ぃ

性
：
♂

一
人
称
：
俺

容
姿
：
髪
は
金
髪
。
（
染
め
て
い
る
）

　
　
　
身
長
は
１
７
４
ｃ
ｍ
。

外
見
が
チ
ャ
ラ
イ
三
男
。

毎
朝
龍
也
を
蹴
る
の
が
日
課
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
８
：
羅
乃
の
放
課
後

「
梓
！
お
ま
た
せ
！
」

「
全
然
待
っ
て
な
い
よ
♪
」

は
い
、
こ
ん
に
ち
は
♪

羅
乃
よ
。

今
は
魅
乃
達
に
遅
れ
て
帰
る
こ
と
を
伝
え
て
、
校
門
の
前
に
着
い
た
と
こ
ろ
。

「
じ
ゃ
、
行
こ
ッ
♪
」

ピ
ロ
リ
ン
♪

「
メ
ー
ル
？
」

そ
こ
に
は
雄
に
ぃ
か
ら
の
メ
ー
ル
。
す
ぐ
さ
ま
切
る
。

「
さ
、
梓
、
行
こ
ッ
♪
」

「
え
？
大
丈
夫
な
の
？
」

「
大
丈
夫
！
雄
に
ぃ
か
ら
だ
か
ら
き
っ
と
ま
た
ろ
く
で
も
な
い
こ
と
だ
し
。
」

「
あ
ぁ
、
そ
っ
か
。
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
か
。
」

こ
れ
で
納
得
さ
れ
ち
ゃ
う
雄
に
ぃ
っ
て
・
・
・
。

＿
＿
＿
＿
数
十
分
後
＿
＿
＿
＿
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あ
た
し
達
は
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
っ
て
言
う
本
屋
に
居
る
の
。

こ
こ
は
結
構
大
き
く
て
、
本
な
ら
何
で
も
揃
っ
て
い
る
の
よ
。

本
屋
の
前
に
は
小
学
４
年
生
く
ら
い
の
見
覚
え
の
あ
る
女
の
子
が
│
│
│
│
っ

て
あ
ら
っ
？

「
あ
っ
！
羅
乃
ち
ゃ
～
ん
！
！
」

「
芽
衣
！
？
ど
う
し
た
の
？
」

め
い

「
乃
々
ち
ゃ
ん
に
聞
い
た
ら
羅
乃
ち
ゃ
ん
は
本
屋
に
い
る
っ
て
聞
い
た
か
ら
♪
」

「
羅
乃
？
こ
の
子
は
？
」

「
あ
、
そ
っ
か
。
梓
と
は
初
対
面
だ
っ
た
わ
ね
。
こ
の
子
は
あ
た
し
の
姪
で
＿

＿
＿
」

「
芽
衣
っ
て
い
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
可
愛
い
～
♪
私
は
高
沢
梓
。
よ
ろ
し
く
ね
♪
」

「
芽
衣
は
詩
乃
ね
ぇ
の
子
供
な
の
。
」

「
へ
ぇ
～
。
」

「
で
、
芽
衣
。
用
事
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
っ
て
い
う
か
、
結
衣
と
麻
衣

ゆ
い

ま
い

は
？
」

「
あ
！
そ
う
だ
っ
た
！
あ
の
ね
、
雄
也
く
ん
が
家
で
待
っ
て
る
っ
て
。
結
衣
は

聖
也
君
達
の
所
で
、
麻
衣
は
恵
梨
乃
ち
ゃ
ん
達
の
所
に
居
る
よ
ー
。
」
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「
そ
う
。
あ
た
し
は
梓
と
買
い
物
し
て
か
ら
帰
る
か
ら
。
芽
衣
は
も
う
帰
っ
て

い
い
わ
よ
。
」

「
乃
々
ち
ゃ
ん
と
文
也
君
は
～
？
」

「
あ
の
２
人
も
遅
く
な
る
か
ら
。
雄
に
ぃ
に
伝
え
て
置
い
て
。
」

「
分
か
っ
た
！
ば
い
ば
～
い
！
」

わ
ざ
わ
ざ
芽
衣
達
を
お
遣
い
に
出
さ
せ
る
な
ん
て
。
雄
に
ぃ
も
人
使
い
荒
い
な

ぁ
。
さ
て
、
乃
々
ね
ぇ
の
漫
画
、
探
さ
な
き
ゃ
！
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Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
８
：
羅
乃
の
放
課
後
（
後
書
き
）

人
物
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
７

名
：
五
十
嵐
　
恵
梨
乃

読
：
い
が
ら
し
　
え
り
の

呼
：
恵
梨
乃
・
恵
梨
ね
ぇ

性
：
♀

一
人
称
：
ア
タ
シ

容
姿
：
茶
に
近
い
髪
色
。

　
　
身
長
は
１
６
９
ｃ
ｍ
。

由
梨
乃
の
双
子
の
姉
で
あ
る
四
女
。

全
国
模
試
は
毎
回
１
位
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

五十嵐家の日常
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